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ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（２０２１年２月分） 

２０２１年３月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 
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１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●新型コロナウイルス、ＢＨ国内で感染再拡

大の傾向（１～２８日） 

ＢＨでは、本年初頭には落ち着いていた新

型コロナウイルスの感染状況が再び悪化の傾

向。新規感染者数では、２月初頭には一日平

均１００人程度であったが、２月末には同５００

人程度に迫るまで上昇し、２月半ばに英国変

異株も確認。なお、２月の新規感染者総数は

９，９３９人。 

 

●ラグムジヤ新高等司法検察評議会議長が

就任（１０日） 

ラグムジヤ新ＢＨ高等司法検察評議会（ＨＪ

ＰＣ）議長（ボシュニャク系）が就任。本件をめ

ぐっては、昨年１２月に汚職疑惑を受け当時

のテゲルティヤ前議長（セルビア系）が辞任。

ラグムジヤ新議長は、汚職撲滅およびＢＨの

ＥＵ加盟に向けた司法改革の取組への意欲を

述べた。一方で、ドディック大統領評議会議長

（セルビア系）は、同議長の選出が違法に行

われた旨主張するなど、ＨＪＰＣに対する批判

を強めている。 

 

●ＢＨ議会、新型コロナウイルスのワクチン直

接調達に向け関連法改正案を審議（２５日、３

月２日） 

ＢＨ議会は、ＣＯＶＡＸメカニズムを通じた新

型コロナウイルスのワクチン調達の遅れを背

景に、製薬会社からの直接調達実施に向け

公共調達法改正案を審議。２５日、ＢＨ議会下

院は全会一致で同改正案を承認したが、３月

２日にＢＨ議会上院で行われた審議ではセル

ビア系議員団が反対の立場に転じ、改正法の

成立は持ち越された。（注：その後、改正法は

結局成立せず。） 

 

（２）エンティティ、特別区 

ア．ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●コルディッチ新モスタル市長の就任（１５日） 

ＢＨ連邦のモスタル市議会で新市長選出投

票が実施され、第三回目投票の結果、議会最

大政党のＨＤＺ（クロアチア系与党）所属議員

のほか、クロアチア共和主義者党（ＨＲＳ）およ

びセルビア系政党連合所属議員の支持を得

たコルディッチ候補（ＨＤＺ所属）が当選し、市

長に就任。なお、同選挙にはこのほかＳＤＡ

（ボシュニャク系与党第一党）および中道左派

市民主義政党である「我々の党」（ＮＳ）の所属

議員も立候補していた。 

 

●ＳＤＡとＨＤＺ、選挙法改正協議などに向け

た合同作業部会の設置で合意（２３日） 

イゼトベゴビッチＳＤＡ党首とチョービッチＨ

ＤＺ党首が会談し、２０１８年国政選挙の結果

を受けたＢＨ連邦新政権の発足、昨年６月の

両党合意に基づく選挙法改正、ＢＨのＥＵ加盟

に向けた国内改革の実施加速化などを目的

に、両党の合同作業部会を設置することで合

意した。 

 

イ．スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ＲＳ、医療関係者に対する新型コロナウイ

ルスのワクチン接種を開始（１２日） 

スルプスカ共和国（ＲＳ）が域内の医療関係

者に対する新型コロナウイルスのワクチン接

種を開始。ＲＳは２月初めに露製ワクチン２，０

００回分を調達しており、２月末までに同ワク

チンが更に２万回分が到着予定。 

 

●スレブレニツァ市およびドボイ市における地
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方選挙の一部やり直し投票の実施（２１日） 

ＲＳのスレブレニツァ市およびドボイ市で昨

年１１月地方選挙の一部やり直し投票が実施

され。ＢＨ中央選管（ＣＥＣ）発表の暫定結果に

よれば、両市でＳＮＳＤ所属の市長候補が勝

利する見込み（注：３月３日、ＣＥＣは同結果を

確定）。なお、スレブレニツァ市の選挙をめぐり、

ＳＤＡを中心とするボシュニャク系政党連合は

ＣＥＣによる選挙不正対応が不十分として、同

市在住のボシュニャク系住民に対して投票行

動のボイコットを呼びかけていた。 

 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセ

スを含む） 

●インツコ上級代表、ＲＳ国民議会に対し過去

の議会表彰の一部取り消しを要請（３日） 

インツコ上級代表がＲＳ国民議会に対し書

簡を送付。インツコ上級代表は、同議会が２０

１６年、議会発展への貢献を称えるとして、旧

ユーゴ国際刑事裁判所からＢＨ紛争中の戦争

犯罪行為をめぐり有罪判決を受けているカラ

ジッチ元ＲＳ指導者等に特別表彰を行ったこと

は戦犯礼賛行為にあたり許容できないとして、

本年４月末までに同表彰を取り消すことを要

請した。一方で、ドディック大統領評議会議長

は同書簡に従う考えはない旨述べ、インツコ

上級代表を批判した。 

 

●ドディック大統領評議会議長、上級代表後

任人事を牽制する発言（６、２６日） 

上級代表後任人事をめぐり、ドディック大統

領評議会議長がシュミット候補（ドイツ人）の選

出に向けた動きを牽制する発言。ドディック議

長は、ＰＩＣ・ＳＢメンバー国がデイトン和平合

意の恣意的解釈に依拠して付与したボン・パ

ワーに基づく歴代上級代表の活動は国際法

違反であると非難。その上で同議長は、ＯＨＲ

の早期閉鎖及び上級代表制度の廃止を求め

る従来の立場を重ねて示し、上級代表就任後

のシュミット候補との協力に関しても否定的な

態度を示した。 

 

●ドディック大統領評議会議長、「１７＋１」の

オンライン会合に出席（８日） 

中国が主導する同国と中・東欧地域１７か

国の「１７＋１」首脳級オンライン会合が開催さ

れ、ＢＨからドディック大統領評議会議長が出

席。ドディック議長は「１７＋１」を通じた協力の

重要性を指摘するとともに、習近平中国国家

主席が提唱する人類未来共同社会構想を支

持する旨述べた。 

 

●ヨハンソン欧州委員会内務委員のＢＨ訪問

（１８～１９日） 

ヨハンソン欧州委員会内務委員がＢＨを訪

問、同国西端ビハチ市郊外のリパ移民・難民

収容施設を視察したほか、移民・難民問題を

めぐりＢＨ大統領評議会を始めとするＢＨ要人

と会談を行った。ヨハンソン委員が不法移民

問題へのＢＨの対応強化を要請したのに対し、

ＢＨ側は、国としての取組強化の意向を述べ

る一方で、国内に滞留する移民・難民数はＢ

Ｈの受入れ能力を既に超過しているとして、問

題解決に向けたＥＵからの更なる支援を要請

した。 

 

●ＢＨ大統領評議会、シュミット次期上級代表

候補と電話会談（２５、２６日、３月４日） 

ＢＨ大統領評議会３メンバーがシュミット次

期上級代表候補とそれぞれ電話会談を実施。

ジャフェロビッチ・ボシュニャク系メンバーおよ
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びコムシッチ・クロアチア系メンバーはＢＨにお

ける上級代表の役割の重要性を強調するとと

もに、デイトン和平合意の履行およびＥＵ加盟

プロセスの前進に向けた支援を要請。他方で

ドディック議長は、ＯＨＲの早期閉鎖を求める

従来姿勢を重ねて示し、ＢＨにおける上級代

表の活動を牽制した。 

 

（２）二国間関係 

●イゼトベゴビッチＳＤＡ党首がパルマー米国

務次官補代理と電話会談（１７日） 

イゼトベゴビッチＳＤＡ党首（ＢＨ議会上院副

議長）がパルマー米国務次官補代理兼西バ

ルカン担当特使と会談。両者はＢＨがＥＵおよ

びＮＡＴＯ加盟に向けた取組を加速化する必

要があるとの見方を共有した。 

 

●パクデミルリ・トルコ農業・森林相のＢＨ訪問

（２５日） 

ＢＨ大統領評議会３メンバーは、ＢＨを訪問

中のパクデミルリ・トルコ農業・森林相との会

談を実施。両者は、３月にＢＨ大統領評議会３

メンバーがトルコを訪問し、エルドアン同国大

統領との間で署名予定のサラエボ・ベオグラ

ード間高速道路建設にかかる協力に関する

覚書のほか、両国自由貿易協定および両国

の森林政策につき話し合った。 

 

（３）日・ＢＨ関係 

●日・ＢＨ外交関係樹立２５周年記念書簡

の交換（９日） 

伊藤駐ＢＨ日本大使はテゲルティヤＢＨ

閣僚評議会議長（ＢＨ政府首相に相当）お

よびトゥルコビッチ副首相兼外相との間

で、日・ＢＨ外交関係樹立２５周年を記念

する菅義偉内閣総理大臣とテゲルティヤ

ＢＨ閣僚評議会議長、および茂木敏充外

務大臣とトゥルコビッチ副首相兼外相の書

簡の交換を行った。 

 

（写真：伊藤大使とテゲルティヤ閣僚評議会議

長） 

 

●伊藤駐ＢＨ日本大使のＢＨ要人への着

任表敬 

伊藤駐ＢＨ日本大使は、コムシッチ大統

領評議会クロアチア系メンバー、シュピリ

ッチＢＨ議会上院議長、ツィコティッチ治安

大臣、ポジッチ国防大臣、フォルト・サラエ

ボ・カントン首相にそれぞれ着任表敬を行

った。各会談では様々な分野における日・

ＢＨ関係の強化などにつき話し合い、各要

人からは、長年に渡る日本の開発協力に

対する謝意が述べられた。 
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（写真：伊藤大使とコムシッチ大統領評議会メン

バー） 

 

３．経済 

（１）経済政策・公共事業 

●ＢＨ政府、世銀から５，６００万ユーロを借り

入れで合意（８日） 

ベバンダＢＨ財相とサリナス当地世銀事務

所長は、新型コロナウイルス問題の影響を受

けたＢＨ国内中小企業の支援に向けた財源確

保を目的に、世銀が５，６００万ユーロの対ＢＨ

融資を行う旨の合意文書に署名した。 

 

（２）経済協力（新型コロナウイルス対策支援

を含む） 

●スウェーデン、新型コロナウイルス対策で対

ＢＨ支援（３日） 

スウェーデンは、ＢＨの新型コロナウイルス

対策支援の一環として、ＵＮＤＰを通じてバニ

ャ・ルカ大学病院などに対し医療防護用品約

５万ユーロ相当分を供与した。 

 

●ＥＵ、ＢＨ国内の失業者就労支援に４００万

ユーロの資金援助を実施（１１日） 

ＥＵは、ＢＨ国内の失業者に対する就労支

援の拡充を目的として、官民共同で行われる

２０の失業者支援プロジェクトに対して４００万

ユーロの資金援助を実施。新型コロナウイル

ス問題の発生後、ＢＨでは国内経済への影響

により失業率が２．８６％上昇しており、ＥＵは

失業者の就労支援の必要性は従来以上に高

まっているとして、同支援の重要性を強調して

いる。 

 

（３）民間セクター 

●日本のツバキ・ナカシマ社がＢＨ国内の工

場拡大の方針（１６日） 

ＢＨ対外投資促進庁（ＦＩＰＡ）によれば、欧

州各国向けに自動車および鉄道関連部品を

生産している日本のツバキ・ナカシマ社が、Ｂ

Ｈ中部コニッツ市にある同社工場を拡大する

方針。また、今回の工場拡大を受け、同社は

現在約１５０人の工場従業員を今後倍増する

見通し。 


